
昇格時期に基づいた 
コミッター候補者予測
（仮）



背景
• オープンソースソフトウェア(OSS)が社会に普及す

るにつれてプロジェクトへの不具合報告が増加して
いる 

• コミッター（インテグレータ）と呼ばれる開発者が 

パッチの検証・プロジェクトへの反映を行う
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コミッターの現状
• コミッターは開発者の中でもごく一部であり，一人
当たりの作業負担が集中している 

• パッチの検証・反映が滞り，不具合修正が長期化し
ている

パッチ

パッチ

パッチ

パッチ
コミッター

不具合修正の長期化



既存研究
• コミッターと非コミッターの活動量メトリクスを元
にコミッター候補者を予測するモデルの構築をして
いる[1]

[1]Gharehyazie, M., Posnett, D., Vasilescu, B., & Filkov, V. (2015). Developer initiation and social interactions in OSS : a case study of the Apache software 

foundation. Empirical Software Engineering, 20(5), 1318-1353. DOI: 10.1007/s10664-014-9332-x, 10.1007/s10664-014-9332-x
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問題点
• コミッターの昇格時期を考慮せず，全期間で予測し
ている 
• 時期によってプロジェクトの状況が異なっている
可能性がある

t

コミッター昇格
コミッター昇格

昇格時期に着目して予測した方が高くなる（はず）



目的とアプローチ
• 目的 

• コミッター予測の精度の向上 

• アプローチ 
• 昇格時期のプロジェクト状況を考慮し，予測を行
う



やっていること
• 既存研究でコミッターと分類された開発者を目視し
た結果，すでにコミッターと思われる開発者が多かっ
た 
• 現在の方法（コミット以前に貢献を行った開発者
をコミッターとする）以外でコミッターを定義し
たほうが良いと考えられる



やっていること
• asf committer list に載った開発者をコミッターとし

て定義



やっていること
• スナップショットを保存しているサイトを用いて差
分を抽出する



やりたいこと
• プロジェクトの状況を測るメトリクスを作成 

• するために活動を目視して使えそうなものを考え
てみる 

• 別アルゴリズムでの予測 
• ロジスティック回帰は今回の予測に向いていない
と考えられる 
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プロジェクトの状況を測る 
メトリクスを作成
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別アルゴリズムでの予測



ant 1年目



ant 1年目 sum patch
1,4人目が多い



ant 1年目 neighbor
1,3人目が多い 4人目が少ない



ant 1年目message, thread
1,3人目が多い

2,4人目が多い



別アルゴリズムでの予測
• コミッターごとに活動内容が異なる（パッチ投稿が
多かったりメーリスなどでサポートをしたり）ため 

 
3人目をテストデータ，4人目を訓練データとした場

合予測できない可能性がある



予定
• 10月29日~11月02日 コミッタリストの作成&目視  

• 11月05日~11月09日 実験   

• 11月12日~11月16日   

• 11月19日~11月23日 論文執筆  

• 11月26日~11月30日   

• 12月03日~12月07日   

• 12月10日~12月14日 論文（日本語版）完成 


